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はじめに
古事記上巻には葦原中国、
高天原、
黄泉固など様々な世界が登場する。
それらの世界の一つと、
そことは異なる世
界の聞に関係が生じる時に、
古事記では事件が起きている。
イザナキが葦原
中国から黄泉国を訪れる黄泉国訪問や、
スサノヲが葦原中国から高天原に赴く高天原来訪、
オホクニヌシが葦原中
国から根之堅州国に行く根之堅州国訪問な
どが、
その例である。
そうした事件は、
古事記の後の展開に大きな影響を与えている。
例えば 、
イザナキは黄泉固
から戻ってきてから三
古事記における世界間移動
貴神を生む。
この時生
まれたアマテラスとスサノヲはその後の展開に重要な役割を持つ神となる。
スサノヲとアマテ
ラスがウケヒをした時に まれた
アメノオシホミミ
は、
天孫降臨をするホノ
ニニギの親となる。
根之
堅
州国から帰つ
てきたオホクニヌシが葦原中国を支配することは
、後
の天孫降臨への布石
となる。
これらのことから古事記では世界
と世界の聞に関係が生じることは、
古事記において重要なことであると考えられるD
こうした事例を見ていくと、
そこに一つの共通
点を見つけることができる。
それは世界と世界の聞に関係が
生じ
る
時には、
多くの場合、
その
二つの世界の聞を神が移動しているということ
であるD
神の移動は世界の関係性を変化さ
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せ たり、
後に大きな役割を担う神の誕生と契機となっている。
18 
本 稿 は これらの共通点に注目、
世界から世界へと神が移動する行為に焦点をおいて古事記を分析、
それにより世界
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と世界がどのようにつながっているかを論じるものであ
る。
世界と世界の聞を神が移動
する行為のことを、
世界間移
動と呼ぶこととする。
専修国文
移動は複数の神話において重要な役割を担ってい
る。
そのため、
移動に焦点を絞り複数の神話を一つの視点から捉
えることは、
古事記の神話が複数集まり織りなしている総体的な
関連 性を見る視点を与えてくれる。
世界と世界がど
のように?ながっているのか、
その関係をうまく捉えることができれば、
古
事記上巻の神話的な部分、
ひいては古事
記全体の本質をより理解できるよう なり、
読みを深めることにつながるだ
ろう。
具体的には、
神が世界聞を移動する事例を調べ抽出しまとめて図として表
し、
それを分析する
ことで新たな知見を
探る手法をとる。
世界をこれまでとは異なった方法で捉えることにより、
世界
同士の関係性を新しい観点から見つめ
直すのが、
この手法をとる狙いである。
図を使うの
は、
より変化がわかりやすい視点で世界の関係を見るためであ
る。
古事記では神がある世界から他の世界へと移動することが、
世界
関係を変化させる原因となっている。
移動と同
時にその移動によって引き起こされ 世界関係の変化も把握するために、
神が世界聞を移動する行為に焦点を合わせ
て、
世界聞のつながりを考察するのである。
図では、
世界と世界の聞につながりがあるかどうかは、
移動の有無によ
って表す。
神が世界Aと世界Bの聞を移動
していれば、
その二つの世界の聞に移動によってつながりができたものとな
り、
移動がなければ
二つの世界の聞につ
ながりはないことになる。
例えば、
高天原と葦原中国の聞を移動している
神は多く存在する。
そのため高天原と葦原
中国の聞にはつながりがあることとなる。
逆に高天原と黄泉国の
聞を移動した神はいないD
よって高天原と黄泉国の
聞には直接のつながりがないものとして図では表される。
世界のつながり
についての研究の代表的な説である三層構
造説は世界のある位置を世界聞の関係性を決める基準としている。
それに対し、
この図では神が移動したかどうかを
基準とするわけである。
E省
先 行 研 究
世界がどのように関係しあっているかは重大な問題であ
り、
それに関する先行研究の数も多い。
世界同士のつなが
りを正確に捉えることは、
古事記の宇宙観を理解することにつながるからである。
神話
としての古事記の読みを深め
るうえで、
宇宙観の把握は大きな手がかりとなる。
前述した よ うに。
世界の関係についての先行研究でもっとも代表的なものは三層構造説である。
これは西郷信
綱が
の中で古事記世界を、
高天原を上、
葦原中国を中、
黄泉国を下とする、
上中下の垂直的な三重層と
して捉えた説で ある。
また、
それ以前にも、
倉野憲司は
『 古 典と上代精神』の中で、
高天原・葦原中国・黄泉国がト
『古事記の世界』古事記における世界間移動リオをなしている世界であり、
葦原中国の中国という名称はこれら三つの世界
がトリオをなした時に生じたもの
とす
る説を提示している。
世界の関係についての議論では、
三層構造説に関係するものが、
肯定も否定も 含 めて、
中心的
な位置を占めている。
佐藤正英は「黄泉の国の在りか」で、
黄泉国は葦原中国の下にあるものではな
く、
上にあるものだと
する観点から
三層構造説の上中下の分け方を批判している。
神野志隆光は
『古事記の世界観』において、
葦原中国を機軸とする関係が複数、
積み重ねられて古事記の世界関係
をつくっていると捉えている。
別次元の関係である、
高天原と葦原中国の関係と、
葦原中固と黄泉国/葦原中国と根
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之堅
州国/葦原中国と海宮の関係を無媒介につなげているとして、
三層構造説を批判している。
また、
上中下の下と
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して黄泉国の位置づけがなされているが、
黄泉国を地下世界
と認めることはできないとも批判している。
西保勉は『古事記と王家の系譜学』において、
三層構造 は 民 族
信仰ではなく、
新 たに王家のテクストにおいて形成
専修国文
された神話世界であると考察し いる。
垂直的な高天原系を
基本的な枠 組みとし、
そこに水平的な根国系を組み入れ
たことにより、
古事記の世界の関係が成り立っていったと論
じているD
このように世界の関係の問題には様々な説がある。
しかし、
ある面から見た場合。
行き 詰 まりを見せているとも言
える。
上中下、
垂直構 造 、
平面構造、
どちらが上でどちらが下
か、
地上
世界であるのか地
下世界であるのか、
論じる
ことの中心が世界の位置関係の問題になっているからである。
どのような位置関係で、
世界同士がつながっているのかを捉えることは
、も
ちろん大きな問 題 で ある。
古事記の世
界がどのようにイメージされていたかを考えるうえで重要だからであ
る。
しかし、
古事記の世界全体の関係がどのよ
うになっているかを多角的に考えるためには、
世界の位置による関係づけ以外にも目を向けるべきである。
位置関係
を世界関係の中心的な問題にすることの大きな弱点
は、
その方法では世界同士の
関係が動的に変化していくさまを捉
えられない点にある。
古事記において、
世界と世界のつながりは固定されてはいない。
その関係は、
神話の中で変化
していく。
例えば、
葦原中国と黄泉国の聞の平坂が塞がれているのは黄泉国を訪れていたイザナキが塞いだからである
し、
葦原中国と海
宮の聞の海坂が塞がれている はホヲリのもとを去ったトヨタマ
ピ メ
が塞いだからである。
それに対して、
三層構造説のような位置を重視する視点で捉えているのは、
世界の関係が
変化していく物語が終わ
り、
関係が固まった後のつながりである。
そのため、
世界聞のつながりがダイナミックに変化していくさまを捉える
ことができていない。
こうした視点は、
ある一時点での世界像を切り取って把握するには有用だが、
そうなるに至つ
た経緯やそれ以後
どのように世界聞の関係が動いていくかを見て取ることができないという弱点が
ある。
本稿は世界
関係の変化の契機となる世界間移動に着目すること
で、
動的な変化を捉える試みを行う。
移動と世界についてを論じた先行研究としては
、毛
利正守の「古事記に観る神話の世界」があ
る。
これは作品論と
いう立場から、
アマテラスを中心に葦原中国とそれを取り巻く国々の関係について論じたも
のである。
アマテラスと
世界の関係には、
アマテラスの子孫が様々な世界の力を得て繋がっていく
、鏡
を葦原中国に降ろす、
アマテラス自身
が高天原 座し続けるという三つの流れが存在すると論じ、
アマテラスを中心とした世界の関係を「古事記に於け
る
神話の世界像」という図を示している。
神の移動を重要視し、
それを図として
示すという手法を使っている点
で、
本
稿と近しい性質を持っている。
大きな違いは、
本稿の図は世界と世界の関係を捉えることを中心
にしている
が、
「古
事記に於ける神話の世界像」の図はアマテラスと 界 関係を捉え
ることが中心となっている点である。
古事記における世界間移動
移動に焦点を絞り複数の神話を一つの視点から捉えること
で、
個々
の神話同士の関係を論じる先行研究としては、
古代王権の語りと仕組み」
、
吉田敦彦の
『日本神話の特色』がある。
前者はヤマトタケルとス
都倉義孝の
『古事記
サノヲ 移動に共通する特徴についての研究であ
り、
後者は他界訪 問 語の類似についての研究である。
語られている神話をまとめて分析することによ 、
古事記に通底して存在するパターンを探った先
行研究としては
フランソワ・マセの
『古事記神話の構造」
がある。
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E.
移動の事例の図表化
第85号
図表は以下の手順で作成した。
まず古事記上巻から、
神が世界の聞を移動をしている事例を集める。
次にそれ
らの
専修国文
移動がどの世界からどの世界への移動であるかを物語毎に整理する。
物語毎とするのは、
移動に区切りをつけずに混
ぜてしまうと、
古事記内での前後がわからなくなり、
世界への変化が捉えられなくなるからである。
集める事例は、
神がある「世界」から、
そことは異なる「世界」へと位
置をかえる行為とした。「世
界」とは「神
話的に区切ら
れた領域」のことで、
具体的には葦原中園、
高天原、
黄泉園、
根之
堅州
園、
海宮、
常世国が異なった
「世界」となるD
そのような異なった世界の聞を移動する行為
を「世界間移動」とする。
そのため高天原内だけで行
われるアマテラスの岩戸隠れやタケミナカタの諏訪への逃亡などの移
動は、
同世界内の移動と考え「世界間移動」と
して取り扱わない。
ま た 、
日向や出雲、
オノゴ
ロ島などは総称として葦原中国
と呼ぶことにするが、
区別しておく必
要があるため「葦原中国
(OO)
」と表記したD
図 表 1
世 界 間 移 動 の 事 例
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集める対象は、
移動前・移動中・移動後の三つの描写が揃って存在する、
世界間移動である
ことがはっきりとして
いる事例のみとした。
扱う対象を制限したのは、
描写が少なく判断が難しい移動も含めて、
解釈
の揺れが生まれ不安
{疋なものとなってしまうのではないかと考えたからである。
よって今回は確実に世界間移動と考えられる移動を対象
とすることにした。
移動前の描写がないので対象から外したのは、
出雲にやってくるスクナピコナの移動、
出雲にやってくるオホモノ
ヌシの移動である。
移動中の描写がないので対象から外したのは、
イザナミの黄泉国への移動、
スサノヲの根之堅州
国へ 動であ 。
移動後の描写がないので対象から外したのは、
スクナピコナやミケヌ
の常世国への移動、
イナヒ
の海原 動であ 。
常世国、
批園、
海原に関しては「神話的に区切られた領域」である可能性は高
いと思われる
が、
これらの理由からそうした世界への移動は対象外とした。
上巻に多数の神話的な描写と世界間移動が書かれていることから、
資料が多く研究対
象として適していると考え、
古事記上巻を主な資料とした。
基 本 的
に参照する資料は西
宮一民の『古
事記
新訂版』とした。
古事記上巻におけるこの定義にあった世界間移動を列挙し、
移動の出発地点と到着地点をまとめたものが図表1で
ある。列挙してある順番は、
古事記で語られている順番である。
図表2
出発した世界と到着した世界の共通点
古事記における世界間移動
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図表
1の事例を、
どの世界からどの世界への移動であるかを物語毎に整理したものが図表2であ
る。
物語毎とした
のは 、
変 化を視野に入れるためである。
出発世界と到着世界が同じあるいは逆の移動すべてをまとめてしまうと、
は
じめの方の物語での移動も途中での移動も後の方の物語での移動も同じになってしまう。
そうなると古事記内の展開
の 進み方が図の中で表せなくなり、
変化が捉えられなくなってしまうからである。
図表
2で整理した移動をまとめることで、
古事記上巻全体での世界と世界の?ながりを図へとおこしたものが図表
3の世界間蛇行線状図で ある。
まとめたのは、
出発世界と到着世界が同じ移動と、
その逆となっている移動であるD
高天原から葦原中国へと降りる 動と、
葦原中国から高天原に昇る移動はまとめて扱っている。
図表3
古事記における世界間移動27 
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どちらの世界への移動なのかは矢印で表した。
世界聞の矢印が一つのものは一方向への移動、
つまりその世界間で
第85号
の移動が、
矢印の方向へのものしかないことを表す。
例えばスサノヲが葦原中国
から高天原へ行く際の移動は一方向
への移動なので「葦原中国↓高天原」となる。
矢印が二つ左右にあるものは、
その世界間で
の移動の向きが二方向あ
専修国文
ることを表す。
例えばイザナキとイ、ザナミは、
まず高天原か
ら葦原中国へと降り、
その後また高天原に昇り、
そして
また葦原中国へと降りている。
この場合は、
高天原と葦原中国間で二方
向への移動があるので「高天原↑↓葦原中
国」となる。
U.
周期性と葦原中国
図表3の世界間移動蛇行線状図からわかることは、
移動していく世界の順番に周期性があること
である。
この周期
は図の中で三回繰り返されている。
整理すると以下のようにまと
めることができる。
1.
高天原と葦原中国の聞の移動。
2.
葦原中国から黄泉国・根之堅州国・海宮
のいずれかへの移動。
3.
黄泉国・根之堅州国・海宮のいずれかから、
葦原中国へ戻ってくる
移動。
4.
葦原中国と高天原の聞の移動
これを古事記上巻の具体的な移動と対応する形に書く
と、
以下のようにな
る。
第一周期第二周期第三周期
高天原↑↓葦原中国(オノゴロ島)↓黄泉国↓葦原中国(日向)↓高天原高天原↓葦 中国(出雲)↓根之堅州国↓葦原中国(出雲)↑↓高天原高天原↓葦 中国(日向)
↓海宮
↑↓葦原中国(日向)
この三つの周期は、
移動の方向が異なっていること、
それぞれの周期において葦原中国のうちのどこに移動するか
が異なっていること、
三回目の移動で葦原中国と関係づけられる世界が黄泉国
・根之堅州国・海宮と
異なっているこ
と、
第三
周期では高天原に戻らないといった違い は ある
が、
それ以外
の点では共通している。
この共通している部分
をまとめる 以下のような周期として表すことができる。
基 本周期
古事記における世界間移動
高天原↓葦原中国↓高天原↓(次の周期の葦原中国)
‘ーー
ーー惨
[黄泉国・根之堅州国・海宮のいずれか]
この周期を図にまとめたの
が、
図表4である。
これを基本周期
と呼ぶこととす
る。
上にあるのが図として表した基
本周期、
その下にあるのが、
第一周期・第二周期・第三
周期を世界間移
動蛇行線状図をあてはめたものである。
29 
二 つの世界間移動蛇行線状図を見てわかることがもう一つあ
る。
それは葦原中国が世界間移動の中心的な場所とな
っていることである。
30 
図 表 4
周 期 っ き 世 界 間 移
動蛇行線状図
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| 高天原 | ‘ーー
葦原
中 国‘ーー四一惨
黄泉 国
根之堅州 国
海宮
のいずれか
基本周
期
高天原ーー争
; 次の周期へ J 守一
葦原
中 国
(オ ノ ゴロ 島)
‘ーー
第
周
期
黄泉 国
ーー�
葦原
中 国
( 日 向)
ー一歩
第二
周
期
高天原‘一ー
葦原
中 国
(出雲)
‘ーーー・砂根之堅州 国
高天原ーー令
第三周
期
原天官同‘一ー
葦原
中 国
( 日 向)
‘ー『ー一少海宮
世界間移動の出発世界か到着世界を見る
と、
葦原中国が常に関わっていることを見て取ることができる。
葦原中国
以外の世界、
即ち高天原・黄泉国・根之堅州国・海宮が関連する移動は、
常に葦原中国との間での移動と
なってい
る
からである。
古事記には複数の世界が存在し、
その世界間で多くの移動が行われている。
にも 関 わ らず、
葦原中国
以
外の世界から葦原中国以外の世界への移動は行われてはいない。
具体的に言、っと、
高天原を出発し黄泉国へ行く移
動
ゃ、
根之堅州国を出発して海宮へ行くような移動は存在しない。
葦原中国以外の世界へは、
葦原中国から出発しないと移動すること
はできない。
逆に、
葦原中国以外の世界から出
発した場合、
到着先となるのは葦原中国だけであ
る。
このことから神が世界間移動をする際、
葦原中国はその中心地
点としての性質を持っている世界であると考えることができる。
神の移動は世界と世界のつながりに変化を起こす原
因となる行為である。
その神の移動の中心が葦原中国であるということ
は、
葦原中国が古事記上巻の世界関係の変化
の中心となっていると言い換えることができるだろ
う 。
葦原中国へ、
あるいは葦原中国から、
神が移動する、
その行
為によって世界聞の関係は変化していっているのである。
古事記における陛界間移動
v.
お わ り に
これまでとは異なった観点から、
世界と世界がどのようにつながって
いるかの知見を得るため
に、
神の移動に焦点
をあてた図である世界間蛇行線状図をつくり、
その分析を行った。
その結果、
二 つ
の知見を得ることができた。
その一つ目は 、
古事記における世界の移動の順番には、
周期的な規則性があることである。
まず高天原から出雲
や
31 
日向などの葦原中国のどこかへの移動が行われる。
次に葦原中国から、
黄泉国・根之堅州国
・海宮のうちのいずれか
32 
の世界へ行き、
そしてまた葦原中国へと帰還する移動が行われる。
その後、
葦原中
国と高天原聞の移動が行われるD
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ここまでが一つのセットとなっている。
一通りの移動が終わると、
また高天原から葦原中国へと降りる移動が始ま
る。
古事記上巻は、
このセットを三回繰り返している。
世界間を何度か行ったり来たりすること等の違いはあるが
、
専修国文
移動は基本的にこの順番で行われる。
二つ目は、
世界間移動には中心となる地点があり、
それが葦原中国であるということであ
る。
古事記上巻には、
神
が世界聞を移動する行為が何度も語られてい 。
しかし 、
その移動には葦原
中国が必ず関係している。
葦原中国から
出発するか、
葦原中国へ到着するのである。
葦原中国以外の
世界から葦原中国以外の世界に至る移動は語られていな
しE
o 
未解決な問題としては、
具体的措写が少ないことを理由に対象から外した常世国や
海原などの世界の問題がある。
これらの世界は、
古事記内の描写が少なく、
どのように位置づけるかが難しか
ったからである。
これらの世界をどう
位置づけるかが今後の課題である。
関係図ができあがってみると、
常世国や海原
も図の中に位置づけができるのではないかと考えら
れるようになって
きた。
図では関係を基準に位置づけを決めてい
るD
そのため具体的措写が少ない世界であっ
ても、
どの世界と関係し
ているかがわかれば、
図の中で扱うことができるようになるからであるD
特に常世国は世界間蛇行線状図へ組み込むことができる可能性が高いように思われ
る。
古事記上
巻で語られている
常世国への移動には、
オホクニヌシ帰還後の
出雲から常世国へのスクナピコナの移動とホヲリ帰還後 日向から常世
国へのミケヌ
の移動の二つがある。
これらは以下のように、
基 本周期
の同じ場所にあてはめ
ることができる。
第二周期
高天原↓葦原中国(出雲)↑高天原↓(次の周期の葦原中国)
‘ーー
ーー砂
‘ーー
根之堅州国
常世国(スクナピコナの移動)
第三周 期
高天原↓葦原中国(日向)
‘ーー
ーー争
‘ーー
海宮
常世国(ミケヌの移動)
このことから、
常世田への移動もまた周期 性を持っているのではないかと考えられる。
また、
常世国以外の移動も
周期性を持っていそうであ
る。
根之堅州国と海宮から帰還後の葦原中国が舞台の時
に、
海が関係する出来事が多く起
こっているからである。
スクナピコナが海から船に乗ってやってくる、
オホモノヌシが海を照らしてやってくる、
イ
古事記における世界間移動
ナヒが海原に行くなどの出来事が起きている。
海あるいは海原関連の移動は、
本稿 で は世界間移動として扱わなかっ
たが、
このように共通するということは、
海・海原
・常世国は類似した性 質を持つ領域で ある可能性がある。
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